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◎策定の趣旨 

本市の水道事業は、人口減少や節水機器の普及により水需要が減少し続ける一方、高度成長期に整備

した水道施設の多くが一斉に更新時期を迎え、水道事業を取りまく環境はこれまで以上に厳しいものに

なると予測されています。また、大地震や豪雨などに対する災害対策の見直しも必要となっています。 

このようなことから、今後も、信頼に応える水づくりを進めていくための指針となる「福井市水道事業

ビジョン 2020」を策定し、将来にわたって安全で安心な水道水を供給し続けていきます。 

◎計画期間及び位置付け 

計画期間 令和 2（2020）年度～令和 10（2028）年度 

福井市水道事業ビジョン 2020の位置付け 

 

 

 

◎給水量の減少と頻発する大規模災害 

給水量は、給水人口の減少や節水機器の普及

などにより、平成 30(2018)年度と比べ、令和

10(2028)年度には 8％、令和 20 (2038)

年度には 15％減少する見込みです。 

また、これまでの想定を上回る大規模な災害

が全国的に頻発し、広域かつ長期間の断水被害

が生じています。 

 

１ 水道事業ビジョンの策定にあたって  

２ 水道事業の現状と今後の取組の方向性  

水道事業を取り巻く環境の変化 

給水量の見通し 
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◎水道施設の老朽化と事業費の増大 

平成30(2018)年度末時点で、本市の水道施設のうち、構造物及び設備の33％、水道管の32％が法定耐

用年数を超えています。 

水道施設を法定耐用年数で更新した場合、現在の事業費の約3倍にあたる年平均61億円の事業費が必要と

なりますが、更新基準の見直しと水道施設の統廃合による投資の合理化により、年平均 26 億円まで縮減する

ことができます。それでも、将来的には財源の確保がさらに難しくなります。 

今後は、水需要の減少にあわせた施設や水道管のダウンサイジングなどにより事業費をさらに抑制し、重要

度の高い施設は、更新時期を前倒しするなど事業費の平準化を図る必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
◎水道施設の耐震化の遅れ 

 

 福井市 福井県平均 全国平均 

浄水施設の耐震化 8.6％ 26.5％ 30.6％ 

配水池の耐震化 37.5％ 47.3％ 56.9％ 

基幹管路の耐震化 3１.８％ 37.1％ 40.3％ 

    
◎料金収入の減少 

水道施設の更新や耐震化を計画的に進めてい

くためには、水道施設の統廃合やダウンサイジン

グなどにより事業費の縮減を図るとともに、定期

的な水道料金水準の検証を行い適正な料金水準

とすることで、財源を確保する必要があります。 

 

 

    

水道事業の課題と今後の取組の方向性 

ダウンサイジングなどによる事業費の抑制と平準化 

水道施設の耐震化の推進 

安定的な財源の確保 

法定耐用年数で更新した場合の事業費 
（構造物及び設備と管路の合計） 

投資の合理化を考慮した場合の事業費 
（構造物及び設備と管路の合計） 

平成30(2018)年度の水道施設の耐震化率 

財源確保のイメージ 
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◎人的資源の不足 

本市の水道事業の職員数は、民間委託や人員配置の見直しなどの経営の効率化を図った結果、平成

20(2008)年度から平成 30(2018)年度までで約３割減少となっています。また、水道事業の経験年

数が長い職員や、高い技術力を有する職員の高齢化や退職により、技術の継承も大きな課題となってい

ます。 

今後、水道施設の大規模な更新を予定していることから、確実な事業実施に向けて適正な人員配置と

技術の継承が重要となります。 

   

 

安全で安心な水道水を安定的に供給し、重要なライフラインである水道を次の世代へ確実に引き継ぐ

必要があり、さらに50年、100年先を見据えた事業を展開していくため、基本理念を以下のように設定

します。 

 

 

 

◎施策体系 

 

 

 

基本理念 
信頼に応える水づくり 

～安全で安心な水道を次の 100年のために～ 

技術の継承と人材の確保 

３ 基本理念と理想像  

４ 施策と具体的な取組  
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７ 事業計画図 
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